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研究成果概要

Ⅰ　企画情報部



研究課題名：中山間地域に人々が集う脱温暖化の『郷（さと）』づくり
担 当 部 署：企画情報部　地域研究スタッフ

担 当 者 名：藤山　浩・藤田容代

予 算 区 分：委託（科学技術振興機構）

研 究 期 間：平成 20 ～ 24 年度
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研究課題名：“住民主動”のコミュニティ運営～安全・安心を突破口としたプログラム構築～
担 当 部 署：企画情報部　地域研究スタッフ

担 当 者 名：勢川洋之

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 22 ～ 24 年度
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研究課題名：中山間地域における次世代型交通システム～新たな主体，エネルギー源，拠点施設，
広域交通の参入設計～

担 当 部 署：企画情報部　地域研究スタッフ

担 当 者 名：藤山　浩

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 22 ～ 24 年度
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研究課題名：次世代を支える地域経済循環手法についての研究
担 当 部 署：企画情報部　地域研究スタッフ

担 当 者 名：有田昭一郎

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 22 ～ 24 年度
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資料：家計調査結果（島根県中山間地域研究センター）の
うち３世帯分から作成

0 1 2 3 4 5 6 7 8

米・粉（小麦粉、米粉等）

パン（総菜パン、菓子バ…

めん類（生めん、乾め…

めん類（インスタント）

めん以外のインスタント・…

生鮮野菜・キノコ・海草

野菜・豆・海草の加工製…

生鮮果物・果物の加工製…

牛乳・乳製品・卵

生鮮肉・肉加工製品（ハ…

生鮮魚・魚加工製品（干…

油・調味料

菓子

総菜おかず

弁当

コーヒー豆粉・ココア粉・…

ボトル・缶飲料

アルコール飲料

外食(給食､賄い以外)※…

外食(給食､賄い以外)※…

その他

万円

旧町内

旧町外

中山間地域の子育て世帯の消費特徴と潜在需要例（O 町）

○外食、アルコールは町外購入が多い
→１世帯当たり年間約８万円が町外移出

①地域の世帯構成把握
②世帯構成踏まえ、サンプル設定し、本調

査手法により食料や燃料の消費把握
③地域外への移出額把握（①×②）

→例えば０ 町の子育て世帯（18歳未満親
族のいる950世帯）の４割が菓子の半分
を地産地消型にできたら・・・

（１）食費

（２）住居光熱費
○灯油・ガス代など住居光熱は大部分町
外流出→年間約11万円（ O町平均）

○肉類、菓子類などの支出が特に高い

→町内購入が多いが､町内生産でないため、
販売手数料除く約10万円は町外移出

潜在需要として把握が可能

１年間の食費支出

O町8世帯分から作成

購入先でみると

消費額でみると
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研究課題名：多様な主体，手法による土地活用プログラムの開発
担 当 部 署：企画情報部　地域研究スタッフ

担 当 者 名：安部　聖・森山慶久

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 22 ～ 24 年度
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研究課題名：地域マネジメント法人に関する調査研究
担 当 部 署：企画情報部　地域研究スタッフ

担 当 者 名：原　裕美

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 22 ～ 24 年度
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研究課題名：中国地方知事会共同研究
　　　　　　（持続可能な地域社会のための現場活用プログラムの開発
　　　　　　　現場活用プログラムのモデル実践・構築
　　　　　　　プログラムの展開を担う人材育成と広域ネットワーク化）
担 当 部 署：企画情報部　地域研究スタッフ

担 当 者 名：勢川洋之・原　裕美・藤山　浩・有田昭一郎・安部　聖・藤田容代

予 算 区 分：中国地方中山間地域振興協議会（中国地方知事会共同研究）

研 究 期 間：平成 21 ～ 23 年度
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研究成果概要

Ⅱ　農林技術部



研究課題名：山間高冷地における水稲作況試験
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ

担 当 者 名：松本樹人　

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：昭和 58 年～
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リカヒシコ種品

施肥Ｎ量/10a 5.0
 0102～ 2002年平

調査項目及び時期 本年 前年 比(差) 平年 比(差)
苗乾物重(茎葉) (月/日) 10.4 9.6 108 12.3 84
主稈葉数 移植時 （5/2） 2.0 2.0 0.0 2.2 -0.2

+31日 (6/2) 6.7 5.5 1.2 6.1 0.6
+39日 (6/10) 8.1 7.0 1.1 7.6 0.5
+50日 (6/21) 9.3 8.8 0.5 8.9 0.4
+60日 (7/1) 10.6 9.7 0.9 10.0 0.6
+70日 (7/11) 11.7 10.6 1.1 10.9 0.8
+80日 (7/21) 12.7 11.6 1.1 12.0 0.7
+90日 (8/1) 13.0 12.7 0.3 12.7 0.3
止葉 13.0 12.7 0.3 12.8 0.2

草丈(㎝) 移植時 （5/2） 12.9 10.1 128 10.9 118
+31日 (6/2) 23.3 22.9 102 22.8 102
+39日 (6/10) 29.5 23.3 127 26.3 112
+50日 (6/21) 42.0 30.9 136 34.8 121
+60日 (7/1) 54.4 44.9 121 49.2 111
+70日 (7/11) 66.5 60.5 110 64.0 104
+80日 (7/21) 77.1 73.1 105 75.4 102
+90日 (8/1) 90.8 82.3 110 87.4 104

茎数(本/㎡) 移植時 （5/2） 67 67 100 67 100
+31日 (6/2) 231 80 289 170 136
+39日 (6/10) 372 226 165 326 114
+50日 (6/21) 538 390 138 505 107
+60日 (7/1) 570 473 120 557 102
+70日 (7/11) 522 443 118 528 99
+80日 (7/21) 456 376 121 478 95
+90日 (8/1) 392 333 118 434 90

葉色 移植時 （5/2） 23.6 25.3 -1.7 28.6 -5.0
+31日 (6/2) 38.6 32.8 5.8 33.2 5.4
+39日 (6/10) 40.3 33.5 6.8 37.0 3.3
+50日 (6/21) 41.6 39.1 2.5 38.7 2.9
+60日 (7/1) 33.7 32.0 1.7 37.7 -4.0
+70日 (7/11) 31.4 32.1 -0.7 36.6 -5.2
+80日 (7/21) 32.8 31.6 1.2 34.7 -1.9
+90日 (8/1) 35.3 31.3 4.0 34.5 0.8

最高分げつ期(月.日) 7.01 6.30 -1 6.30 -1
最高茎数(本/㎡) 570 473 121 557 102
同上主稈葉数(葉) 10.6 9.7 0.9 9.9 0.7
幼穂形成期(月.日) 7.07 7.08 -1 7.07 0
出穂期(月.日) 8.02 8.03 -1 8.03 -1
成熟期(月.日) 9.11 9.04 7 9.11 0
倒伏程度(0-5) 0.0 0.0 0.0 1.3 -1.3

0015.080115.375.08)㎝(長稈
5018.812014.918.91)㎝(長穂

穂数(本/㎡) 362 316 115 382 95
有効茎歩合(%) 63.4 66.7 95 70.0 91
１穂籾数(粒/穂) 83.0 81.5 102 78.9 105
籾数(粒/㎡*100) 300 256 117 302 99
登熟歩合(%) 90.3 91.2 99 86.1 105
玄米千粒重(g) 23.0 22.7 101 22.6 102
全重(kg/a) 146.0 127.3 115 137.6 106
わら重(kg/a) 60.1 53.8 112 58.6 103
精籾重(kg/a) 79.2 64.8 122 75.0 106
屑米重(kg/a) 1.0 1.2 87 3.7 28
精玄米重(kg) 63.7 53.5 119 58.8 108
整粒歩合(％) 69.9 53.6 16.3 73.5 -3.7
他未熟粒歩合(％) 14.0 20.9 -6.9 12.8 1.2
胴割砕粒歩合(％) 3.0 5.4 -2.4 2.8 0.2
乳白粒歩合(％) 5.6 3.3 2.3 3.2 2.4
青未熟粒歩合(％) 0.5 0.1 0.4 1.0 -0.5
腹白粒歩合(％) 2.3 1.8 0.6 0.9 1.4
基部未熟粒歩合(％) 2.8 12.4 -9.7 3.0 -0.3
死米粒歩合(％) 1.3 0.9 0.4 1.8 -0.5
検査等級 1等下 2等中 2等・上

山間地における水稲作況試験成績一覧表（２０１１）
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研究課題名：きのこの食品安全性確保と安全生産技術の開発
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ・森林保護育成グループ

担 当 者 名：冨川康之・林　晋平・陶山大志

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 22 ～ 24 年度
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研究課題名：中山間地域における売れるものづくり～産地拡大支援と新たな特産品の育成～
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ

担 当 者 名：鳥谷隆之・松本樹人・冨川康之　　

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 22 ～ 24 年度

－ ��－
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SE
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個数 重量 個数 重量 個数 重量 個数 重量

(個/a) (㎏/a) (個/a) (㎏/a) (個/a) (㎏/a) (％) (％) (ｇ)
プレンティ 3075 530.5 588 93.8 3663 624.3 84.0 85.0 172.5

ジンジュ 3213 549.0 1088 141.7 4300 690.7 74.7 79.5 170.9

スペシャル 3875 630.7 838 108.4 4713 739.1 82.2 85.3 162.8

ダービー 3225 584.9 1013 155.5 4238 740.5 76.1 79.0 181.4

ジリサン 4138 705.0 450 56.4 4588 761.3 90.2 92.6 170.4

フェアウェイ 3975 598.6 1175 157.7 5150 756.3 77.2 79.1 150.6

オレンジグローリー 3150 563.1 450 76.4 3600 639.5 87.5 88.1 178.8

ブギー 3313 562.7 913 133.2 4225 695.9 78.4 80.9 169.9

マゾナ 3238 619.8 1175 198.8 4413 818.6 73.4 75.7 191.4

黄

色

系

橙

色

系

品種

上物 下物 総収量 上物率

赤

色

系

上物平均

1果重
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研究課題名：島根の中山間地域に適応した耕作放棄地対策～しまね・中山間型放棄地活用モデル
の策定～

担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ

担 当 者 名：西　政敏・冨川康之・山根　尚・帯刀一美　

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 22 ～ 23 年度
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( ) (cal/g) ( ) (cal/g) 
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研究課題名：ω-5グリアジン自然欠失株を用いた低アレルゲン化グルテンの作成と小麦アレルギー患者への臨床応用
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ

担 当 者 名：松本樹人　

予 算 区 分：国費

研 究 期 間：平成 21 ～ 23 年度

－ ��－



調査地

※　倒伏がない場合を 0　倒伏がひどくなるに従い１～５段階で評価。

播種日

A

B

12.01

11.08

成熟期

7.01

6.29

雀害

無

無

稈長
（cm）

99.0

95.7

穂長

5.6

5.9

出穂期

（月・日）

5.16

5.13

穂数

（本/ｍ2）

75.4

188.4

倒伏の

多少※

4.0

3.5

調査地

A

B

刈りとり月日

（月・日）

7.01

6.29

千粒重

（ｇ）

30.4

32.2

坪刈り収量

（kg/10a）

119.7

155.9

調査区 播種日

雨よけハウス　慣行

雨よけハウス　ネット

雨よけハウス　エスレル

雨よけハウス　エスレル＋ネット

冬季被覆ハウス

11.25

11.25

11.25

11.25

11.25

成熟期

7.11

7.11

7.11

7.11

7.08

出穂期
（月・日）

5.25

5.25

5.25

5.25

5.14

倒伏の
多少※

0.0

0.0

0.0

0.0

4.0

穂長

5.8

5.7

5.6

5.5

5.3

稈長
（cm）

113.6

103.3

104.2

104.6

96.8

穂数
（本/ｍ2）

234.8

223.8

231.5

231.9

183.0

※　倒伏がない場合を０　倒伏がひどくなるに従い１～５段階で評価。

調査地

雨よけハウス　慣行

雨よけハウス　ネット

雨よけハウス　エスレル

雨よけハウス　エスレル＋ネット

冬季被覆ハウス

刈りとり月日
（月・日）

7.11

7.11

7.11

7.11

7.08

千粒重
（ｇ）

27.6

28.5

28.4

28.4

32.7

坪刈り収量
（kg/10a）

169.1

162.1

178.0

169.8

114.5

調査区

※　倒伏がない場合を 0　倒伏がひどくなるに従い１～５段階で評価。

出穂期

8kg区

6kg区

4kg区

5.25

5.25

5.25

7.04

7.04

7.04

成熟期 稈長
（cm）

88.3

86.7

89.3

穂長

5.1

5.0

5.1

（月・日）

穂数

（本/ｍ2）

161.4

158.6

148.6

倒伏の

多少※

0.0

0.0

0.0

調査地
刈りとり月日
（月・日）

千粒重
（ｇ）

坪刈り収量
（kg/10a）

168.9

157.0

98.8

31.4

30.9

30.0

7.05

7.05

7.05

8kg区

6kg区

4kg区
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研究課題名：放牧を活用した牛肉生産（シーズ蓄積型研究）
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ

担 当 者 名：帯刀一美・山根　尚

予 算 区 分：県単シーズ

研 究 期 間：平成 23 年度
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研究課題名：イノシシの保護管理と被害対策のモニタリング調査
担 当 部 署：農林技術部　鳥獣対策グループ

担 当 者 名：竹下幸広・金森弘樹・澤田誠吾

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 23 ～ 28 年度
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23 28

7 2 10 10 1 1
12 13 0.6km

11 12 11 1,206ha 16 29
235 8 10 31.4km

29.5km 3 16.5km 1 12
527 421

69 7 50 100
7

20 21
150cm 4 5 360 450 m

1km 4.62 1 0.0091
/ha 6,130ha 12 257 51

6.6 405 107
1 1 CPUE 0.10 8 2.7

km 10 1.3 km
8 4.1 km 10 3.6 km

0.5 km
0 17 4.2 3.9 4.5 3

52 0 18 3.2
3.0 3.4 3 67

1 58 2 64
1 52 2 57

23 0 8 1.3 0
12 3.6

研究課題名：ニホンジカの保護管理と被害対策のモニタリング調査
担 当 部 署：農林技術部　鳥獣対策グループ

担 当 者 名：金森弘樹・澤田誠吾・竹下幸広

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 23 ～ 28 年度
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研究課題名：集落をサルの餌場にしない取り組みと地域一体となった被害対策の実証モデルの検証
担 当 部 署：農林技術部　鳥獣対策グループ・企画情報部　地域研究グループ

担 当 者 名：澤田誠吾・金森弘樹・安部　聖

予 算 区 分：ふるさと水と土基金

研 究 期 間：平成 21 ～ 24 年度
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研究課題名：ツキノワグマの保護管理と被害対策のモニタリング調査
担 当 部 署：農林技術部鳥獣対策グループ

担 当 者 名：澤田誠吾・金森弘樹・竹下幸広

予 算 区 分：ふるさと水と土基金

研 究 期 間：平成 21 ～ 23 年度

－ ��－



0

1

2

3

4

5

6

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

－ ��－



5

21 4 2

1 6kg

23 1 13 36 5

0 5 0.8 1 78
83 1 100 2 67 4 6 4.4

1

23 CPUE 13 2,032 TN 0.6 100
TN 2009 0 1

22 2.0 100 TN
78
6 400 3 4

7 6km

研究課題名：アライグマ根絶のための生息実態の把握と効果的な捕獲法の検討（シーズ蓄積型研究）
担 当 部 署：農林技術部　鳥獣対策グループ・西部農林振興センター益田事務所

担 当 者 名：竹下幸広・金森弘樹・澤田誠吾・金澤紀幸

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 23 年度
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研究課題名：森林被害のモニタリングと管理技術に関する研究
担 当 部 署：農林技術部　森林保護育成グル－プ

担 当 者 名：陶山大志・林　晋平

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 15 年度～
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研究課題名：海岸林再生に関する研究
担 当 部 署：農林技術部　森林保護育成グループ

担 当 者 名：山中啓介・林　晋平

予 算 区 分：県単（シーズ蓄積型）

研 究 期 間：平成 23 年度
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研究課題名：病虫獣害に対応した森林の多面的機能維持に関する研究
担 当 部 署：農林技術部　森林保護育成グループ

担 当 者 名：林　晋平・山中啓介

予 算 区 分：県単（シーズ蓄積型）

研 究 期 間：平成 23 年度
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研究課題名：広葉樹林の循環利用システム構築に関する研究
担 当 部 署：農林技術部　森林保護育成グループ

担 当 者 名：舟木　徹・林　晋平

予 算 区 分：県単（シーズ蓄積型）

研 究 期 間：平成 23 年度
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研究課題名：森林病害虫等防除事業－松くい虫成虫発生調査・ナラ枯れ被害発生状況調査－
担 当 部 署：農林技術部　森林保護育成グループ

担 当 者 名：林　晋平

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 9年度～
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図－1 マツノマダラカミキリ成虫の発生状況 
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研究課題名：隠岐マツ材の利用に関する研究
担 当 部 署：農林技術部　木材利用グループ

担 当 者 名：石橋正樹・中山茂生

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 21 ～ 23 年度
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研究課題名：県産材を利用した高機能性内装材の開発
担 当 部 署：農林技術部　木材利用グループ

担 当 者 名：後藤崇志・中山茂生

予 算 区 分：県単及び森林整備加速化・林業再生事業

研 究 期 間：平成 21 ～ 23 年度
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研究課題名：安全・安心な乾燥材生産技術の開発
担 当 部 署：農林技術部　木材利用グループ

担 当 者 名：中山茂生

予 算 区 分：国公募型（新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業）

研 究 期 間：平成 21 ～ 23 年度
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